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研究成果の概要（和文）：　中央アジアのシルクロード・シルクロード都市を解明するため，マクロの研究として携帯
型GPSを用いた広域分布調査によるシルクロードの復元，ミクロの研究としてウズベキスタン・サマルカンド州・ダブ
シア城の発掘調査を実施し，両者の成果をGIS（地理情報システム）上で総合する分析をおこなった。
　その結果，中央アジアにおいて，ウズベキスタン・サマルカンド地域（ザラフシャン河中流域）がシルクロードの十
字路をなすこと，この十字路は交差点ではなく面的な十字路地帯であったこと，その構造はサマルカンド・アフラシア
ブ城とダブシア城という二つの有力都市が形成して，約2700年にわたって維持されたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　We tried reconstruct of distribution map of Silk road cities using handy GPS as 
macro-scale approach, and on the other hand we tried excavation of Dabusia tepa in Samarkand shire 
Uzbekistan and recorded results of excavation using 3D scanner. We tried synthetic analysis of all data 
on GIS (Geographic Information Systems) as final approach. We could clarify that the Samarkand area 
(Middle basin of Zervshan) had been crossroad of Silk road exchanges. The crossroad was not only 
intersection but also formed crossroad zone. The crossroad was supported two major cities Samarkand 
Afrasiab tepa and Dabusia tepa. We concluded that this structure of the crossroad zone had been 
maintained for 2700 years.

研究分野：考古学，考古学GIS
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１．研究開始当初の背景 
 ユーラシア大陸は人類史・文明史におけ
る重要な発展がなされた舞台であったが，
それはシルクロードによる活発な東西交流
（東洋と西洋）と南北交流（農耕民と遊牧
民）の相互作用によって生まれ加速されて
きた。そのためそのより深い解明は，人類
史的にも重要であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 シルクロード網の中でも，中央アジアは東
西交流と南北交流の十字路と推定されてき
た。そのためこの地域のシルクロード都市遺
跡の調査と道路網復元を合わせて交通シス
テムを復元することにより，政治的には弱体
であった中央アジアのソグド商人が，シルク
ロード交流においては最も活躍したメカニ
ズムを明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 先端機器を活用しつつ，マクロスケールの
調査とミクロスケールの調査を並行して実
施した。マクロスケールの調査としては，GIS
を用いて中央アジアの地形復元をおこない，
GPS を用いて収集したシルクロード関係遺跡
の地情報から遺跡詳細分布図を作成した。さ
らに GIS の空間分析機能を使って，シルクロ
ードの復元をおこなっている。 
 ミクロスケールの調査として，当地域にお
ける最大規模のウズベキスタン・サマルカン
ド・アフラシアブ城につぐ規模をもつが，調
査がほとんど実施されていなかった同・サマ
ルカンド州・ダブシア城の発掘調査を実施し
た。調査成果については三次元デジタル写真
測量と三次元レーザースキャニングを用い
て記録し，精密な記録をおこない，ダブシア
城の成立期から，近代にいたる盛衰の復元に
つとめ，シルクロードネットワークにおける
役割を考察した。 
 
４．研究成果 
 マクロスケールの研究として，まずNASA
がシャトルで取得した地表標高データから
中央アジアの３次元地形標高モデル
（Digital Elevation Model）を作成し， 
GISを用いて河道復元を実施した（図１）。 
 

図１ 中央アジアの地勢（地形標高モデル） 

図２ シルクロード復元（ザラフシャン河中流域） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ シルクロード復元（ダブシア城周辺） 
 
 この中においてアフラシアブ城とダブシ
ア城があるウズベキスタン・サマルカンド
（赤丸）周辺は，東西の異質な地形の境に
あり，かつ四方を山地・丘陵で囲まれた独
立した空間をなしていることが注目された。
この地区が，いわゆるザラフシャン河中流
域であり，シルクロード関連遺跡が集中す
る場である。 
 このことから，遺跡分布調査はザラフシ
ャン河中流域を中心として実施し，シルク
ロード復元をおこなうこととした（図２・
３）。図において，赤いラインがシルクロー
ドの東西幹線，黄色いラインが南北のシル
クロード枝道である。この地域は，従来か
らシルクロードの十字路として知られてい
たが，この地域において単に東西道と南北
道が交差しているのではなく，東のサマル
カンド・アフラシア城と西のダブシア城が
二つの交通のハブとなり，ザラフシャン河
中流域のシルクロード十字路地帯を形成し
ていたと考えられた。 
東のハブ都市であるサマルカンド・アフ
ラシアブ城は，従来の発掘成果によりアケ
メネス朝ペルシアの時期（およそ紀元前７
世紀）に成立し，モンゴルの侵攻（西暦 13
世紀前半）による廃絶まで続いたこと，ま
た，そのすぐ後にティムール帝国の首都と
して現サマルカンドの旧市街が復興され，
現代まで繁栄したことが知られていた。 
以上のことから，ダブシア城の時間的な
盛衰を解明することが，この十字路地帯の
成立過程を明らかにする上で重要であると
考えて，ミクロスケールの調査としてダブ
シア城の発掘調査を実施することとした。 

 



図４ ダブシア城の三次元地形測量図と調査地区 

 

 
図５ 第８調査地区の建物 

 
ミクロスケールの調査の成果としては，
まず，ダブシア城の三次元地形測量図を作
成した（図４）。ダブシア城は大きく三つの
地域に別れるが，従来の調査成果に照らし
て北から Citadel（王宮地区），Shakristan
（貴族地区），Rabat（商業地区）と考えら
れた。現状の遺丘は約 70 ヘクタールであ
るが，商業地区の南はかなり削平されてい
て，本来は約 250ヘクタールの規模であっ
たと復元できる。 
この地区における発掘調査地区を，過去
の調査も含めて三次元地形測量図の上に表
示した（図５）。本調査期間においては，王
宮地区の調査に注力した。 
 またダブシア城の構造と，シルクロード
東西幹線の関係を図示した（図３）。貴族地
区と商業地区の境の道路（空堀）がシルク
ロード東西幹線そのものであり，隊商のリ
ーダーはダブシア城に至って，まず王宮地
区の王に謁見して許可を得た後，商業地区
の定められた場所で交易活動をおこなった
と考えられる。 
各調査地区の発掘調査成果については，
三次元デジタル写真測量や，三次元レーザ
ースキャニングを利用して記録した。遺構
の多くは，日干しレンガを用いた建物の壁
であるが，その規模はソグド時代（西暦４

〜７世紀）が最も大きく，ソグド商人が東
西交易に活躍したこの時代が，ダブシア城
の最盛期であると推定できた。 
 また各時代にわたって，土器，青銅器，
鉄器，石器，ガラス器，織物などの遺物が
大量に出土した。これらの遺物については，
できる限りトータルステーションシステム
による出土位置の記録，あるいは３m方眼
の出土地区を記録して，とり上げた。 
 これらの調査成果の中で，特筆されるも
のは，ソグド時代にとどまらず，ダブシア
城の成立はサマルカンド・アフライアブ城
に匹敵するアケメネス朝ペルシア期にさか
のぼることが明らかになったことである。
これにより，シルクロード十字路地帯の面
的な構造は，その当初から成立して，モン
ゴル侵攻期（13世紀）を除き，極めて安定
的に維持されたと考えられた。 
 以上の本調査期間におけるマクロスケー
ルからミクロスケールに至る調査成果によ
り，シルクロード十字路地帯と目されるザ
ラフシャン河中流域においては，複数のハ
ブ都市の連携による面的な十字路地帯が形
成されて，それがソグド人の本貫地（ソグ
ディアナ）となったこと，またそれがアケ
メネス朝ペルシアの時代から成立して，モ
ンゴルの侵攻期（13世紀）まで長期にわた
って安定的に維持されたことを，明らかに
できた。 
 このようなあり方は，西方のローマ帝国
や東方の漢帝国におけるような，首都が最
大の中心地かつ十字路となり，また帝国の
盛衰に伴い，その中心地が比較的短期間で
移動したことと対照的であると考えられる。 
 シルクロード交易の最盛期であるソグド
時代（４〜７世紀）には，東西の大帝国に
挟まれた中央アジアのソグド商人が東西交
易において最も活躍したことが知られてい
る。 
 古代帝国の時代以後の商業の発展におい
て，帝国の外の都市国家群における比較的
自由な商人たちが果たした歴史的役割を，
従来以上に評価するべきであるということ
を，本調査によって知ることができたと評
価している。 
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